
　

朝
、市
内
に
住
む
農
家
の
男
性

が
、何
者
か
に
荒
ら
さ
れ
た
畑
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
見
て
、大
き
な
た
め

息
を
つ
い
た
。「
収
穫
が
楽
し
み
だ

っ
た
の
に
。お
そ
ら
く
犯
人
は
ニ
ホ

ン
ジ
カ
。野
菜
が
大
好
物
だ
か
ら
、

農
家
に
と
っ
て
は
非
常
に
厄
介
な

存
在
さ
。最
近
は
、住
宅
地
の
近
く

で
も
見
掛
け
る
よ
」と
話
す
。こ
れ

は
氷
山
の
一
角
で
、イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
な
ど
に
よ
る
被
害
は
、市
内
各
所

で
発
生
し
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
発
表
の「
令
和
元
年

度
食
料・農
業・農
村
白
書
」に
よ
れ

ば
、平
成
30
年
度
に
お
け
る
全
国
の

野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
額

は
約
１
５
８
億
円
。そ
の
額
は
年
々

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、未
だ
営
農

意
欲
を
減
退
さ
せ
る
規
模
だ
。野
生

動
物
に
よ
る
被
害（
鳥
獣
被
害
）は
、

数
字
と
し
て
表
れ
る
以
上
に
地
域

に
影
響
を
及
ぼ
し
、耕
作
放
棄
や
離

農
の
原
因
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
鳥
獣
被
害
は
、単
に
野
生
動
物
を

駆
除
す
れ
ば
収
ま
る
も
の
で
は
な

い
。解
決
の
糸
口
は
、野
生
動
物
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
、人
間
が

彼
ら
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、理

解
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
。
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里
で
暮
ら
す
人
間
と
森
に
住
む

野
生
動
物
に
は
、か
つ
て
里
山

と
い
う
「
間
」が
広
く
あ
り
、里
山
で

の
人
間
の
営
み
は
、野
生
動
物
に
圧

を
掛
け
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。人
間
は
し
ば
し
ば
里
山
に
入
り
、

木
材
を
薪
や
炭
の
原
料
と
し
て
、落

葉
・
落
枝
を
畑
の
肥
料
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
多
く
の

薪し
ん
た
ん
り
ん

炭
林
が
使
わ
れ
ず
、放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。人
間
が
薪
炭
林
を
活
用
し

な
く
な
っ
た
こ
と
は
、野
生
動
物
へ

の
圧
力
が
低
下
し
た
原
因
の
一
つ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。植
林
さ
れ
た
ク

ヌ
ギ
や
ナ
ラ
な
ど
か
ら
落
ち
る
ド
ン

グ
リ
は
、野
生
動
物
の
貴
重
な
食
料
。

人
が
踏
み
入
ら
な
く
な
っ
た
竹
林

は
、や
が
て
野
生
動
物
の
す
み
か
と

な
り
ま
し
た
。こ
う
し
て
里
山
の
機

能
は
低
下
し
、人
間
と
野
生
動
物
の

生
活
圏
が
接
す
る
よ
う
な
今
の
環
境

が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

人
間
の
生
活
圏
に
進
出
し
た
野

生
動
物
は
、農
作
物
が
よ
り
栄

養
価
の
高
い
食
料
だ
と
学
習
し
、畑

を
荒
ら
し
ま
す
。気
を
付
け
た
い
こ

と
は
、ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
で
も
、

動
物
に
と
っ
て
は
ご
ち
そ
う
に
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
。今
後
、さ
ら
に
人

慣
れ
が
進
め
ば
、人
間
を
襲
っ
た
り

家
屋
を
荒
ら
し
た
り
す
る
被
害
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。ご
み
の
一
例
は
、

こ
の
問
題
が
決
し
て
他
人
事
で
は
な

い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

静岡県志太榛原農林事務所

次は、あなたが被害者
になるかもしれません

寺
て ら だ

田真
ま さ こ

子 主査

現状
　

市
が
毎
年
、静
岡
県
に
報
告
す
る
「
野

生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
状
況
調

査
」に
よ
れ
ば
、市
内
で
は
野
生
動
物
を

捕
獲
し
て
も
、被
害
が
減
ら
な
い
状
態

に
あ
る
と
さ
れ
る
。平
成
29
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
実

績
は
、９
５
４
頭
、９
０
９
頭
、８
７
０

頭
。被
害
額
ベ
ー
ス
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
約

１
５
８
０
万
円
、約
１
５
２
６
万
円
、約

１
８
４
２
万
円
。捕
獲
数
と
被
害
額
が
、近

年
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る

（
グ
ラ
フ
１
）。こ
の
う
ち
、イ
ノ
シ
シ
と
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
数
が
、全
体
の
９
割
近

く
を
占
め
る
。

　

ま
た
、市
内
の
猟
師
（
狩
猟
免
許
取
得

者
）は
現
在
、約
１
０
０
人
。平
均
年
齢
は

約
68
歳
で
、高
齢
化
な
ど
に
よ
り
そ
の
数

は
減
少
し
続
け
て
い
る
。し
か
し
、捕
獲
依

頼
が
跡
を
絶
た
ず
、一
人
一
人
の
負
担
は

大
き
く
な
る
一
方
だ
。慢
性
的
な
担
い
手

不
足
と
、被
害
状
況
の
高
止
ま
り
傾
向
か

ら
、市
と
猟
友
会
の
活
動
だ
け
で
は
、鳥
獣

被
害
に
対
応
し
き
れ
な
い
。

　
鳥
獣
被
害
は
な
ぜ
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。こ
の
問
題
は
、環
境
の

変
化
に
よ
っ
て
生
じ
、さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
絡
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。市
の
現
状
を
確
認
し
、県

農
林
事
務
所
の
担
当
者
に
、鳥
獣
被

害
に
至
る
背
景
を
聞
い
た
。
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地域振興課

まちの課題を知る
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有
害
鳥
獣
と
さ
れ
て
い
る
野
生

動
物
の
中
で
、特
に
気
を
付
け

た
い
の
は
、イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
す
。ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
樹
皮
や
新
茶
の
新
芽
な
ど
を
食

べ
、サ
ル
は
群
れ
で
農
作
物
を
食
べ

て
し
ま
い
ま
す
。そ
し
て
イ
ノ
シ
シ

は
、畑
や
水
田
を
広
く
荒
ら
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
は
、営
農
意
欲
を
ひ

ど
く
減
退
さ
せ
ま
す
。家
庭
菜
園
を

楽
し
む
人
も
、例
外
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜
が
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま

う
の
は
、本
当
に
悔
し
い
で
す
。

本
来
、野
生
動
物
は
臆
病
で
警
戒

心
が
強
い
も
の
で
す
が
、最
近

は
人
慣
れ
の
影
響
か
、大
胆
に
行
動

す
る
動
物
も
増
え
ま
し
た
。今
の
環

境
を
変
え
る
こ
と
は
、決
し
て
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
は
、農
家
一

人
一
人
が
自
衛
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
で
協
力
し

て
被
害
対
策
に
取
り
組
む
必
要
性
も

増
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

相手

イノシシ
体長／約1m 〜1.7m
食性／草食に近い雑食性
好物／芋類やタケノコ、ミミズなど
身体能力／時速約45km で走る。

20cm の隙間をくぐり抜ける。
70kg の石を簡単に動かす

繁殖力／毎年平均4 〜5 頭

　
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
は
、相
手
と

な
る
野
生
動
物
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。生
態
や
習
性
な
ど
を
知
る
こ

と
は
、対
策
を
講
ず
る
上
で
非
常
に

大
切
な
こ
と
。有
害
鳥
獣
と
さ
れ
て

い
る
主
な
野
生
動
物
の
特
徴
を
ま
と

め
な
が
ら
、農
作
物
被
害
を
受
け
た

農
家
の
声
を
聞
い
た
。

ニホンジカ
体長／約0.9m 〜1.5m
食性／草食性
好物／ほとんどの植物
身体能力／1.6m 以上の柵を飛び

越える。ただし、かかとは丈夫でな
く、網などの傷つけるものを嫌う

繁殖力／毎年平均1 頭

ニホンザル
体長／約50cm 〜60cm
食性／雑食性
好物／ミカンやリンゴ、カキなど
身体能力／優れた視力を持つ。木

登りやジャンプが得意
繁殖力／2 〜3 年に平均1 頭
※一度味わった恐怖体験を忘れ

ない。場所や状況も記憶する。

野生動物を知る

【有害鳥獣とされている主な野生動物】（全て市内で撮影）
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身成自治会長／農家／林業家

原
は ら だ

田昌
まさひこ

彦さん

一人一人の自衛意識と
地域の協力が不可欠です

（川根町身成）



攻めと守り

餌付け行為には「意識
的餌付け」と「無意識的
餌 付け」の2 種 類があ
る。前者は、鳥獣に食べ
物を与えることだが、問
題は後者である。生ごみ
や農作物の残りくずな
どを外に捨てたり、放置
したままにしたりするこ
とは、無意識的餌付けに
当たる。ごみのポイ捨て
が、知らず知らずのうち
に野生動物の行動範囲
を拡大させてしまってい
るかもしれない。

以上のように、対策を
地域ぐるみで継続して
行うことが、野生動物に
とって「魅力のない里」
を作っていくことにつな
がる。それでも被害が収
まらない場合は、電気柵
の設置や捕獲依頼など
が有効な手段となる。

生息環境管理被害防除

野生動物を寄せ付け
させない環境づくり、す
なわち鳥獣にとっての

「里の餌場的価値」を下
げる対策を行うことが、
基本となる。

まずは身の回りを点
検し、野生動物の潜み場
や餌場を無くすことか
ら始めよう。家や田畑の
周りのやぶを刈り払い、
見通しの良い場所に変
えていけば、動物は隠れ
られる場所が無くなった
ことを認識する。大声や
爆竹などの大きな音を出
し、驚かせて追い払うこ
とも効果的だ。

また、餌付け行為は、
人慣れを助長させてしま
うため、絶対にしてはな
らない。思わぬものが動
物の餌となってしまう点
にも、注意が必要だ。

電気柵を設置したら、農作物がはみ出ないように気を配る

するなど、変わり映えの
ない状態で放置しない
ことが大切だ。せっかく
設置しても、侵入されれ
ば意味がない。野生動
物に「入っても大丈夫」
と学習されれば、かえっ
て活動範囲の拡大につ
ながってしまうため、注
意しなければならない。

被害防除は、身の回り
の目撃情報を参考にし
ながら、柵の高さや電線
の間隔などを考慮する
ことで、より獣種に適し
た対策を取ることがで
きる。例えば、対シカ用
の柵は、飛び越えを防ぐ
ために高さ1.8m 以上の
ものが好ましい。接地面
に単管パイプなどを沿
わせれば、くぐり抜けも
防ぐことができる。

身近にある家庭菜園
や小規模な田畑などを
守る際、特に有効なのが
柵の設置だ。

囲いにはネット柵、金
属フェンス、電気柵など
を用いる。最も効果的な
のは電気柵で、狩猟免
許を持たない人にとって
は唯一の攻撃手段とい
われている。高い防除効
果を持つ電気柵は、漏
電防止のための草刈り
や電圧の確認などを小
まめに行う必要がある。

ネット柵は、安価で設
置も容易だが、防除効果
がやや劣る上、噛み切ら
れてしまうこともある。
金属フェンスは強度が
あるが、飛び越えやくぐ
り抜けに注意したい。

柵は、定期的に整備

被害を減らすためには、地域住民と関係機関が連
携して「個体数管理」「被害防除」「生息環境管理」の
３つを同時に進めていくことが重要だ。

の対策

かわいそうだから、野生動物に餌を与えた
野菜や果実を収穫しないまま、放置した
野菜くずや生ごみなどを外に捨てた
耕作放棄地の雑草が伸び放題になっている
家の近くで、野菜や生ごみをあさる野生動
物を見かけた

□
□
□
□
□ 

環境改善のためのチェックリスト
▶自分の身は、まず自分で守ることが大切
です。改善できる点を確認しましょう。

できることを知る

   Shim
ada
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個体数管理補助制度など

あります。許可捕獲は、
被害防止を目的とする

「有害鳥獣捕獲」と鳥獣
保護管理計画に基づく

「個体数調整」に分かれ
ており、実施するには都
道府県知事または市町
村長の許可が必要です。

自分たちで、対策をし
てもどうしようもない場
合の最終手段が、捕獲
です。有害鳥獣捕獲は、
鳥獣被害から人々の暮
らしを守るために実施し
ます。活動へのご理解と
ご協力をお願いします。

実施隊は、昨年６月に
猟友会などと市が協力
し、設置されました。捕
獲活動だけでなく、防護
柵の設置や追い払いの
ほか、農家や住民の要請
に応じて、被害現場の確
認も行います。また、自治
会などで勉強会を開き、
鳥獣被害について認識
を深め、対策を実践して
もらうよう努めています。

捕獲活動は、狩猟期間
（県内は11 月〜3 月）に
捕獲等を行う狩猟と、期
間外に行う許可捕獲が

有害鳥獣防護柵等設置事業費補助金
購入費に対する補助額

【防護柵などの設置】
　▷個人の場合／事業に要する経費の3 分の1 以内
（限度額10 万円） ▷団体の場合／事業に要する経
費の3 分の1 以内（別途条件あり）

【わな等の設置】
　事業に要する経費の3 分の2 以内（限度額10 万円）
※交付対象や交付要件などの定めがあります。詳しく

は、農林整備課へお問い合わせください。

取得補助も行っていま
す。鳥獣被害で困ってい
る人や、狩猟活動を始め
たい人は、お気軽にご相
談ください。

市では、防護柵などを
設置する経費の一部を
補助しています。また、今
後も捕獲従事者を確保
するために、狩猟免許の

狩猟免許試験の申請手数料補助
交付対象／次の全てを満たす人
◉島田市内に住所を有すること
◉新たに狩猟免許を取得した者であること
◉有害鳥獣の捕獲に協力する意思を有していること
補助対象／網猟免許、わな猟免許、第一種銃猟免許、

第二種銃猟免許
※いずれかの狩猟免許を有している人が、当該狩猟免

許以外の狩猟免許を取得する場合は、補助対象外。
補助額／5,200 円

有害鳥獣捕獲用のわなに掛かったイノシシを確認する隊員
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（
金
谷
猟
友
会
）

浅あ
さ
か
ぜ風

重し
げ
あ
き章

さ
ん

島
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
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隊

副
隊
長

深ふ
か
や谷

泰や
す
ゆ
き之 

書
記

農
林
整
備
課

問
☎
３
６-

７
１
６
５



　
年
９
月
、早
朝
か
ら
「
巻
き
狩

り
猟
」を
行
う
川
根
町
猟
友
会

を
取
材
し
た
。巻
き
狩
り
と
は
、山
腹

に
い
る
野
生
動
物
を
低
地
に
追
い
出

し
、仕
留
め
る
捕
獲
方
法
。指
揮
隊
員

が
、猟
銃
を
携
帯
す
る
隊
員
と
猟
犬

を
連
れ
て
獲
物
を
追
う
隊
員
に
指
示

を
出
す
。ポ
イ
ン
ト
周
辺
を
細
か
く

観
察
し
、足
跡
の
方
向
な
ど
か
ら
獲

物
が
潜
む
場
所
を
予
測
す
る
。猟
師

た
ち
は
こ
の
日
「
里
へ
出
て
こ
な
い

よ
う
、十
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与

え
ら
れ
た
」と
互
い
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

実
り
の
秋
は
、野
生
動
物
が
最
も
活

発
に
動
き
始
め
る
時
期
。捕
獲
活
動

は
、い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
る
。

　　
内
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
は
、喫

緊
の
課
題
だ
。今
以
上
に
事
態

が
深
刻
化
す
れ
ば
、誰
も
が
被
害
に

遭
う
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
重
要
な
の
は
、地
域
ぐ

る
み
で
彼
ら
と
の
共
存
の
道
を
模
索

す
る
こ
と
。人
間
が
暮
ら
す
里
の
餌

場
的
価
値
を
下
げ
る
こ
と
は
、森
で

生
き
る
野
生
動
物
と
の
「
す
み
分
け
」

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　
状
を
変
え
る
第
一
歩
は
、私
た

ち
の
関
心
だ
。人
間
が
環
境
に

与
え
る
影
響
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と

で
、視
点
を
変
え
て
日
常
生
活
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。野
生
と
ど

う
向
き
合
う
か
は
、里
だ
け
の
課
題

で
は
な
い
。こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
住

民
、一
人
一
人
に
託
さ
れ
て
い
る
。

今現 市

   Shim
ada
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人間が変われば、野生動物も変わる
ウィズ・ワイルドライフは
共に生きる私たちの関心から始まる



ウィズ・ワイルドライフ
特集

チーム湯日

小さなことから
生活を見直す大切さ

河
かわむら

村優
まさる

さん

　5 年前、湯日でイノシシが出た
ことをきっかけに、地域の安全を
守るための対策チームを作りま
した。メンバーは、私を含むわな
猟免許保有者2 人と、見回りを担
当する住民25 人。湯日自治会の
援助を受け、購入した捕獲わな5
台を地区ごとに設置し、5 人1 組
で見回っています。イノシシの有
無だけでなく、おびき寄せるため
の餌の取り替えなども行います。
　これまで70 頭以上のイノシ
シを捕獲しましたが、徐々に成果
が出ているのを実感しています。
電気柵を設置しなくても、畑を荒
らされない箇所が増えてきて、地
元住民からも「被害が減って助か
る」という声が寄せられるように
なりました。しかし依然として、餌
となるくず野菜やごみのポイ捨て
が見受けられます。
　鳥獣被害は地域の課題です
が、個人の問題でもあると思いま
す。ごみの分別や処分方法など、
小さなことから環境改善につな
げていきたいですね。

（湯日）

①作戦会議をす
る川根町猟友
会の猟師たち

②無線機と散弾
銃用の弾丸

③待機中の猟犬
④捕獲活動中に

掲げる旗
⑤被害対策につ

いて、農家か
ら相談を受け
る猟友会員

   Shim
ada
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